
2.交流協定

学術交流協定

協定国 協定先

ギニア ギニア科学技術庁

ギニア ボッソウ環境研究所

台湾
国立扉東科技大学

章子生動物保全学研究所

大韓民国 ソウノレ大公園（ソウノレ動物園）

タイ チュラロンコン大学理学部

スイス チューリッヒ大学獣医学部

コンゴ民主
キンシャサ大学理学部

共和国

インドネ
ガジャマダ大学獣医学部

シア

インドネ
ボゴ ノレ農科大学理数学部

シア

中国 中山大学社会学与人類学院

スリジャヤワルデネプラ大学社
スリランカ

会学 ・人顎学教室

タイ タイ王国動物園協会

タイ
チュラロンコン大学霊長類研究

センター

大韓民国 韓国国立生態院

ケント州立大学

アメリカ 人類学 ・生物医学 （バイオメデ

イカノレサイエンス）部門

リンカンバク動物園
アメリカ

インディアナポリス動物園

インド インド国立高等研究所

コンゴ民主
生態森林研究所

共和国

ミヤンマ ミヤンマ 文化宗教省考古局

共同研究協定

日本
財団法人名古屋みなと振興財団

（名古屋港水族館）

マレーシア オランワータン島財団

マレーシア プラワパンディング財団

日本
西海国立公園九十九島水族館

「海きららj

日本 日本モンキセンタ

日本
大学共同利用機関法人

自然科学研究機構生理学研究所

日本 新i烏大学脳研究所

協定先（アノレファベット表記） 協定年月日 期間

La Direction Nationale de la Recherche Scientifique et 
2004_128 

5年筒

Tech且ique （自動継続）

L’Institut de Recherche Environnementale de Bossou 
2016.6.28 

5年間
(IREB) （自動継続）

Institute of Wildlife Conservation National Ping加ng
2008.1.24 10年間

University of Science and Technology 

Seoul Grand Park (Seoul Zoo) 2010.4.28 

Faculty of Science, Chulalongkom University 2010.5.24 
5年間

（自動継続）

The University of Zurich, Vetsuisse Faculty多Clinicof 
2012.6.20 

3年間

Zoo Animals, Exotic Pets and Wildlife （自動継続）

Faculty of Science, University of Kinshasa, Democratic 
5年間

2013.1.7 （自動継
Republic of Congo 

続）

The Facul旬。［VeterinaryMedicine,Universitas Gadj油
2013.11.5 

5年間

Mada. Indonesia ο014.1.1～） 

The Faculty of Mathematics and Natural Sciences, 
2013.11.13 5年間

Bogor Agricultural University, Indone唱ia

The School of Anthropology and Sociology, Sun Yat 
2015.3.11 5年間

S巴nUniversity, China 

The faculty of Humaniti巴sand Social Sciences, 
Dep白色即日tof Sociology and Anthropology, Universi匂 2015.8.15 10年間
。fSri Jayawan知1epura,Sri L出正ka

TheZoologi叫 Parle白卵白tio民官1ailand 2015.12.15 5年間

National Primate Research Center of 
2015.12.15 5年間

Thailandβmlalongkom University，η1ailand 

5年間

National Institute ofEcolo勤，，Republic of Korea 2016.4.5 （自動継

続）

THEDEPARTh伍NTOF ANTHROPOLOGY AND 
5年間

THE SCHOOL OF BIO恥ffiDICALSCIENCESきKENT 2016.7.27 
STATE UNIVERSITY, USA 

(2016.8.1～） 

THE LESτ耳RE. FISHER CEN!ER FOR TIIB 
STUDY AND CONSERVATION OF APES 
(L町COLNPARK ZOO) 2016.11.11 5年間
THE POLLY H. HIX INSττTUTE FOR RESEARCH 
AND CONSERVATION （町DIANAPOLISZOO) 

Th巴NationalInsti旬teof Advanced Studies Bangalore, 
2016.12.19 10年間

India 

The Resem-ch Center for Ecology and Forestry , 
2016.6.1 5年間

D.R.Congo 

TheDepar出回tof Archaeology組 dNational Museum 5年間

。ftheMinぽryofReli♂ous Affairs and Cul旬re,Nay 2017.12.13 （自動継
Pyi Taw, Mya且mar 続）

2009.7.3 

Or包1gUtan Foundation 2010.11.1 

Pulau Banding Foundation 2010.1 LI 

2012.6.16 

2014.10.15 

2014.1.22 
5年間

（自動継続）

2015.8.1 
5年間

（自動継続）
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日本

日本

中部大学鳴IJ発学術暁

公盃財団法人鹿児島市水擬官会社

（かごしま水槌的

3.学位取得者と論文題目
京都大学博士（理学）

2016.9.2 

2016.11.1 

5年間

（自動継続）

5年間

（自動継続）

Renata Andreia da Silva Mendon伊 （課程）・Developmentof independence and behavior of wild immature East Bomean 

orangutans (Panga pygmaeus maria), Danum Valley Conservation Area （ダナムパレイ保護区の東ボノレネオオランク
ータン （Pangapygmaeus maria）の未成熟個体における目立性と行動の発達）

柳輿鎮 （RYU,Heungjin) （課程）: Mechanisms and socio・sexualfunctions of female sexual swelling, and male mating 

strategies in wild bonobos （野生ボノボのメスの性皮腫脹のメカニズムと社会的 ・性的機能とオスの交尾戦略）
YenaKim （課程）：百1eorigin of prosociality and fairness : Perspectives from experinlents with organgutans （向社会性と

公平性の起源：オランワータンでの実験研究からの視点）

西栄美子 （課程）：旧世界ザノレにおける甘味受容体機能の多様性
掴多種渡 （課程）：自発的運動開始に先行する脳活動

寺田佐恵子 （課程）: Habitat use ofbonobos at Wamba, D.R.Congo:utilization of diverse vegetation including 抑 制 pyand

anthropogenic habitat （コンゴ民主共和国ワンバにおけるボノボの生息地利用：湿地及び人為利用地を含む多様

な植生の活用）

Rafaela Sayuri Cicalise Takeshita （課程）: Factors regulating steroid hormones in Japanese macaques and orang1山田 （ニ

ホンザノレとオランワータンにおけるステロイドホノレモンの動態を調節する要因）

小谷真奈斗 （論文）．精神疾患治療薬の創製に向けたコモンマーモセットを対象と したバイオマーカー研究

京都大学修士（理学）
Gao Jie ：チンパンジーによる身体知覚における倒立効果 同種他個体の身体の全体的処理に関する研究
接見真生 幾何学的形態解析によるマカク属遊離歯化石の種同定

糸井川壮大：キツネザノレ類における苦味受容体TAS2R16の機能多様性

岡村弘樹 ：！野生ボノボにおける森林内の高さ利用の個体差の研究
J 11口ゆり： チンパンジーにおける赤ちゃんの認知 ：乳児の持つ報酬的作用と注意効果

河本悠吾 ：スマトラオランクータンにおける酸味受容体候補PKD1L3/PKD2Llの遺伝子解析および機能解析

黒木康太：マカクザノレにおける精巣の生後発遣を制御する遺伝子詳の特定
黒木結花： ニホンザノレを用いた逐次タッチ課題におけるタッチ順序の解析 ：自発的な系列パターン生成に関する

考察

塩田良徳：コモンマーモセットにおける親から仔への利他的行動
高田裕生．脊髄損傷サノレモテソレにおける運動関連領野の神経可塑的変化の解明

柘植仁美 ．大脳皮質一基底核ノレーフo回路への介入解析を目的としたマーモセットモデルの開発

峠明杜．同所的オナガザノレ属3種の昆虫食におけるニッチ幅とニッチ重複
中村泉． 屋久島海岸域に生息するニホンザノレの果実選択

櫨原慧 ．コモンマーモセットにおけるプレパルスインヒビション（PPI)測定系の開発

4.外国人研究員
招へい外国人学者・ 外国人共同研究者

KFinn （アメりカ合衆国、カリフオノレニア大学 ・大学院生）

(2017.3.30～2017.6.26) 
受入教員 ・MacIntosh Andrew 

研究題目： ニホンザノレにおける行動の時間的区間的分析

V Romano de Paula （フランス、ストラスプーノレ大学 ・大学院生）

(2016.9.12～2017.8.27) 
受入教員 ：MacIntoshAndrew 

研究題目：病気発生の予測と予防のための霊長類の社会的ネットワークの使用

(2017.11.27～2019.11.26) 
受入教員 ・MacIntoshAndrew 

研究題目・環境圧力、社会性、健康における関連性の理解

J Duboscq （フランス所属 ・無）
(2017.9.9～2019.9.8) 
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